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 平成 28 年，当事務所は「日本ダムアワード 2016」においてイベント賞を，四国地方整備局広

報企画委員会において選定された優秀広報表彰で最優秀賞を受賞した。では，いかにしてこのよ

うな成果をもたらすことができたのであろうか。その一因として考えられる，広報を実践する上

で，課題となりやすい『他人任せ』，『広報意識の希薄さ』，『少数担当者の負担増大』，『その場限

りの対応』，『手法・視点のマンネリ化』を解決すべく創設したボトムアップ型広報組織と年度を

超えた継続的取組について実績を交えて本稿で紹介する。また，その副次的な効果である，全職

員の広報に対する意識の向上や広報技術・センスのスキルアップについても紹介する。 
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１．国土交通省における広報活動の課題と考察 

 国土交通省では，各事務所において一般の方（国民）

に向けて事業の紹介や事務所管内で開催されているイ

ベント等を情報発信する広報活動を行っている。しか

し，この広報活動には，「他人任せ」，業務の一環とし

ての認識が薄い「職員の広報意識の希薄さ」，「少数担

当者の負担増大・偏り」，「その場限りの対応」，似たよ

うな情報発信となってしまう「広報手法のマンネリ化」，

一般の方の目線ではわかりにくい情報発信である「行

政側の視点での広報」等数々の課題が存在している。 

 これらの課題を整理して，原因について考察したと

ころ，広報活動の手法ではなく，広報活動を行う組織

形態に原因があると考えた。 

本稿では，課題の具体的な解決方法となり得る当事

務所における取組事例を紹介する。 

 

２．課題解決のための取組 

 

(1)広報プロジェクトチームの創設 

 当事務所では，平成27年度に期間業務職員と事務所

若手職員（係員）を主体に構成した「広報プロジェク

トチーム」（以下，「広報PT」という。）を設立し,トッ

プダウン型ではなく,ボトムアップ型の組織で広報活

動を実施することとした。行政側の視点ではない一般

の方の目線に近い意見を取り入れることにより一般の

方に伝わりやすい広報活動となることを期待して,期

間業務職員を広報PTのメンバーに含めた。 

 この広報PTの創設と組織継続こそが，各課題を解決

する根本となるものであると考えている。広報PTにお

いて実施した広報活動は，自然と前述の各課題を解決

する取組となると考える。 

 

(2)具体的な取組事例 

  a)広報PTの活動 

 広報PTは，毎月第1水曜日に定例会議を開催してい

る。広報リーダーとしての責任感の継続を目的として，

若手職員が司会進行を務め，事務所ホームページ（以

下，「HP」という。）に掲載しているブログ記事の作成

計画，HPの更新及び連載している現場インタビュー記

事について議論している。また，広報PTが主体となっ

て見学会等のイベントの企画及び実施をするなど，会

議の内容と年間を通じた活動は多岐にわたっている

（写真-1）。 

 

 

写真-1 広報PT定例会の様子 

 

b)事務所フェイスブックページの開設 

 従来，事務所における広報活動の主な情報発信は，



事務所管内で開催するダム見学会や地域祭事等イベン

トでのパネル出展，事務所HPといった手法であった。

そこで，より幅広い年齢層へ情報発信を行うための手

法として，平成28年6月1日（水）より，SNS（ソー

シャルネットワーキングサービス）である「Facebook

（フェイスブック）（以下，「FB」とする。）」を用いた

事務所FBページの開設を行った（図-1）。FBページの

利用には，「すぐに情報発信が可能」，「画像や動画デー

タを手軽にアップ可能」という利点がある。 

投稿内容の例として，ダム見学会の様子のリアルタ

イム投稿や，ダム放流時の動画の投稿などを行った。

FBの特性である「拡散機能」により，記事を見た人が

他者に情報を展開（シェア）し，更にその他者から他

者へと情報が拡散するため，より多くの人へ情報を発

信することができた。図-2に示す通り，FBページの利

用を開始した平成28年6月は1投稿あたりの閲覧数は

約300件であったが，投稿を続けていく内に徐々に閲

覧数は増加し，平成29年4月には約600件まで伸ばす

ことができた。 

 投稿記事には，事務所HPへのリンクを必ず貼り付け

るように留意し，FB ページからHP へ誘導している。

詳細な誘導効果数は，データがないことから不明であ

るが，事務所HPのトップページ閲覧数はFBページ開

設前より伸びている。 

 

図-1 事務所FBページ 

 

図-2 1投稿あたりの平均閲覧数 

 

c)若手職員を主体としたダム見学会の開催 

 夏休み中の小学生とその保護者を対象としたダム見

学会を，平成28年8月28 日（日）に初めて開催した。

この見学会は，広報PTが主体となり，企画立案から当

日の説明，ダム監査廊内とトンネル洪水吐工事現場の

案内まで実施した。午前と午後の2部構成で開催した

が，どちらの部も予約で満員となり，イベントとして

成功したと考えている（写真-2，写真-3）。 

 

写真-2 見学会における若手職員による事業説明 

写真-3 トンネル洪水吐現場見学の様子 

 

d)期間業務職員による現場人インタビュー記事 

「シリーズ☆働く現場から」の掲載 

 平成27年度より，当事務所で発注している工事や業

務の受注者に対して，期間業務職員が主体となってイ

ンタビューを実施し，その内容に基づき記事原稿を作

成，事務所HPに掲載する取組を継続している。この取

組は，対象とする工事や業務の内容に関する専門的な

知識を有さない期間業務職員が，受注者の責任者への

質問内容の整理から始め，それを元に実際の現場でイ

ンタビュー，一般の方の目線で分かり易い原稿の作成

まで一貫して実施するものである（図-3，図-4）。事務

所HPへの掲載だけではなく，印刷した物を事務所玄関

の資料配布コーナーへ並べるなど，一般の方に親しみ

やすい広報資料として情報発信をしている。 

 この取組についての関心の高さが判明した一例とし

て，鹿野川ダムが受賞したダムアワード2016イベント

賞記念品授与式に訪れたダムマニアと呼ばれているダ

ム事業に関心の高い一般の方々から｢玄関口にある記

事印刷物を『全て』欲しい｣とお願いされたことがあっ

た。行政側の目線ではなく，素直な疑問が満載された

一般の方の目線での記事が目を惹き，彼らの興味を刺

激したようであった。 



 

図-3 インタビュー記事の表紙の一例 

 
図-4 インタビュー記事の内容の一例 

 

e)職員全員によるブログ記事の投稿 

 平成25年度より，事務所HPに職員が執筆したブロ

グ記事を掲載している。ブログ記事の題材は，事務所

付近で開催されるイベント，会議等の開催報告，季節

に応じた風景などの幅広い内容となっている。平成28

年度からは，ブログ記事掲載頻度をより増やすための

試みとして，年間を通してブログ記事になりそうなイ

ベントをリストアップし年間計画を年度当初に作成，

毎月の定例会議で必ずチェックし，行事等の参加者に

記事執筆を事前に依頼している。記事執筆者の割振り

も，事務所全体で取り組むという方針の下，期間業務

職員や係員から事務所長まで幅広く記事を執筆してい

る。この所内全員でのブログ記事執筆は，広報PTメン

バー以外の事務所全職員へ広報意識を向上させる狙い

もある（図-5）。 

 

 

図-5 事務所HPのブログページ 

 

f)好機を逃さないイベントの立案と実施 

 日本でも珍しいトンネル洪水吐をアピールするイベ

ントとして，普段の見学会での工事現場案内に加え，

平成27年12月12日（土）に「トンネル貫通見学会」

（写真-4），平成28年2月6日（土）に「洪水吐トン

ネル フリーウォーキング」（写真-5）を開催した。前

者ではトンネル貫通の瞬間という貴重な機会に立ち会

えることを，後者では貫通後のトンネル内を歩くこと

ができるということをそれぞれ見所として実施した。

トンネル貫通見学会では，地域の方を始め，遠くは神

奈川県や岡山県など四国外から多くの見学者が来訪さ

れ，報道関係ではテレビ局4社，新聞7紙に取材され

た。また，フリーウォーキングでは，約1,200名もの

参加があった。 

好機を逃さず，上手く題材として企画・立案・実施・

発信できたと考えている。 

 

写真-4 トンネル貫通式での集合写真 

写真-5 フリーウォーキング開催状況 

 

４．課題解決の取組による効果及び評価 

 

(1) 若手職員の広報活動意識の向上とスキルアップ 

 若手職員が主体的となって広報活動を行うことによ

り，若手職員は，見学会の説明や広報PTでの司会進行

を通じて，事業についての理解が深まり，通常業務に

おいても重要な段取り能力も同時に向上させることが

できた。若手職員の時期に広報を主体的に実施する経

験を積むことによって，広報が重要な仕事である旨の

意識付けと企画・立案・実施・反省の一連のプロセス

を通して，通常業務における業務取組意識と効率化を



考える力が醸成できた。 

 

(2) 一般の方の目線を意識した広報活動の実施 

 ２．(2)d)で紹介した「シリーズ☆働く現場から」の

ように，一般の方の目線にもっとも近い立場にある期

間業務職員が作成した記事を発信することにより，職

員が作成する行政側の目線での記事よりも一般の方に

向けてわかりやすい情報を発信できていると考えられ

る。また，期間業務職員と若手職員が主体となってい

るボトムアップ型広報組織である広報 PT の場でアイ

デアを出し，議論するという方式が広報手法のマンネ

リ化を防ぐ効果を得ることに繋がっている。 

 

(3)事務所職員全体の広報意識向上 

 全事務所職員がブログ記事を執筆するといった事務

所が一丸となって広報活動を行うことで，広報担当者

だけに広報を任せておけば良いという他人任せな考え

方を払拭し，１．で挙げた広報担当者の負担増大の問

題を解決することに繋がっている。また，一般の方か

ら見ても事務所全体で活動しているという姿が映りや

すくなる効果が得られたと言える。 

 

(4)取組により評価を受けた事例 

本節では，前節までに挙げた取組によって期待され

る効果の他に，目に見える形で評価を得られた事例に

ついて紹介する。 

a)日本ダムアワード2016 イベント賞の受賞 

 平成28年12月18日（日）に東京渋谷の東京カルチ

ャーカルチャーで開催された「日本ダムアワード2016」

において，当事務所で管理・改造している鹿野川ダム

がイベント賞を受賞した。日本ダムアワードとは，「一

年間のダムの活躍を振り返り，ダムファン有志による

選考委員が様々な角度から活躍したダムをノミネート。

選考委員と観客の皆さんによる投票で，各部門で今年

もっとも印象に残る働きをしたダムを選出し，その功

績を讃えよう，というイベント」1）である。トンネル

洪水吐を活用したイベントである「トンネル貫通見学

会」と「洪水吐トンネル フリーウォーキング」のイ

ベント活動が評価され受賞となった。平成 29 年 3 月

12日（日）に選考委員が鹿野川ダムを来訪され，トン

ネル洪水吐内で記念品授与式を開催していただいた

（写真-6）。 

 

b)平成28年度 広報最優秀賞の受賞 

 四国地方整備局広報企画委員会で毎年選定される優

秀広報表彰で最優秀賞を受賞することができた。 

トンネル洪水吐に関する大きな2つのイベントにつ

いて報告した「鹿野川ダムのトンネル洪水吐 今しか

体験できない！！ ～貫通見学会とトンネル内フリー

ウォーキング～」が評価されたものである。この表彰

では，好事例を共有する観点より地整全職員による投

票が行われ，投票結果を元に選定されている（写真-7）。 

 

 

 
写真-7 広報優秀表彰 受賞写真 

 

５．今後の取組について 

 

 本稿では，当事務所における広報活動の取組につい

て述べた。 

今回の実例からも明らかなように，一つ一つの広報

事例は，その基本となるボトムアップ型の組織創設に

よる波及効果である。組織体制とその継続的な運用の

ルールをしっかり構築すれば，自ずと結果は付いてく

ると考えている。今後も引き続き，若手職員の広報活

動意識の向上，一般の方の目線に立って考える広報，

事務所全体が一丸となって活動する広報を目標に掲げ，

広報活動に取り組む所存である。 
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写真-6 受賞記念品と授与式の様子 


